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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射状に形成された複数のティース部を有するコアと、
　前記複数のティース部の各々に巻線が集中巻きで巻回されることにより形成された複数
の先巻き巻回部と、
　前記先巻き巻回部を有する巻線よりも後の周の巻線に形成され、それぞれ前記ティース
部の長手方向に前記先巻き巻回部と並んで配置されて前記複数のティース部の各々に集中
巻きで巻回された複数の後巻き巻回部と、
　を備え、
　前記コアは、環状部を構成する環状構成部と、前記環状構成部から前記環状部の径方向
に沿って延びる前記ティース部とをそれぞれ有する複数のコア部材に分割され、
　前記ティース部には、前記先巻き巻回部と前記後巻き巻回部との間に仕切部が設けられ
、
　前記複数の先巻き巻回部は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置し、
　前記複数の先巻き巻回部の端末部は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位
置した状態で、前記各環状構成部に設けられたターミナルに接続されている、
　電機子。
【請求項２】
　前記複数の先巻き巻回部のうち同相を形成する複数の先巻き巻回部は、渡り線によって
接続され、
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　前記渡り線は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置されている、
　請求項１に記載の電機子。
【請求項３】
　前記先巻き巻回部を有する巻線の端末部は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部
側に位置されている、
　請求項２に記載の電機子。
【請求項４】
　前記複数の先巻き巻回部のうち同相を形成する複数の先巻き巻回部を接続する前記渡り
線としての先巻き渡り線と、
　前記複数の後巻き巻回部のうち同相を形成する複数の後巻き巻回部を接続する後巻き渡
り線と、を備え、
　前記後巻き渡り線は、前記先巻き渡り線に沿って配索されている、
　請求項２に記載の電機子。
【請求項５】
　前記後巻き渡り線は、前記仕切部を跨いで配索され、
　前記仕切部には、前記後巻き渡り線を保持する保持部が形成されている、
　請求項４に記載の電機子。
【請求項６】
　請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の電機子を備えた回転電機。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電機子及び回転電機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、放射状に形成された複数のティース部を有するコアと、複数のティース部の各々
に集中巻きで巻回された複数の巻回部を有する巻線とを備えた電機子が知られている（例
えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１３１７２０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このような電機子においては、複数のティース部の各々に集中巻きで１周目
の巻線を巻回した後、電機子の径方向内側よりも外側において巻線の巻き数を増やすため
に、１周目の巻線の上から複数のティース部の各々に集中巻きで２周目の巻線を巻回する
巻線巻回手法が検討されている。
【０００５】
　しかしながら、この巻線巻回手法では、例えば、１周目の巻線の渡り線や端末部等が２
周目の巻線の巻回スペースに配置されるため、このことが２周目の巻線の巻回を困難にし
ている。従って、複数のティース部に複数周の巻線を巻回することで巻線の占積率を向上
させるためには、改善の余地がある。
【０００６】
　そこで、本発明は、複数のティース部に複数周の巻線を巻回することで巻線の占積率を
向上させることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　上記目的を達成するために、請求項１に記載の電機子は、放射状に形成された複数のテ
ィース部を有するコアと、前記複数のティース部の各々に巻線が集中巻きで巻回されるこ
とにより形成された複数の先巻き巻回部と、前記先巻き巻回部を有する巻線よりも後の周
の巻線に形成され、それぞれ前記ティース部の長手方向に前記先巻き巻回部と並んで配置
されて前記複数のティース部の各々に集中巻きで巻回された複数の後巻き巻回部と、を備
え、前記コアは、環状部を構成する環状構成部と、前記環状構成部から前記環状部の径方
向に沿って延びる前記ティース部とをそれぞれ有する複数のコア部材に分割され、前記テ
ィース部には、前記先巻き巻回部と前記後巻き巻回部との間に仕切部が設けられ、前記複
数の先巻き巻回部は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置し、前記複数の
先巻き巻回部の端末部は、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置した状態で
、前記各環状構成部に設けられたターミナルに接続されている。
【０００８】
　この電機子によれば、先巻き巻回部を有する巻線よりも後の周の巻線に形成される後巻
き巻回部は、それぞれティース部の長手方向に先巻き巻回部と並んで配置されて、複数の
ティース部の各々に集中巻きで巻回される。従って、先巻き巻回部と後巻き巻回部とがテ
ィース部の長手方向にずれて配置されるので、後巻き巻回部を巻回する際に、先巻き巻回
部を有する巻線の渡り線や端末部等が後巻き巻回部の巻回の邪魔になることを抑制するこ
とができる。これにより、複数のティース部に複数周の巻線を整列巻回することができる
ので、巻線の占積率を向上させることができる。
【００１０】
　また、この電機子によれば、ティース部には、先巻き巻回部と後巻き巻回部との間に仕
切部が設けられている。これにより、ティース部の長手方向にスペースを分割することが
できるので、先巻き巻回部と後巻き巻回部とを分けて集中巻き（整列巻き）することがで
きる。
　さらに、この電機子によれば、複数の先巻き巻回部は、複数の後巻き巻回部よりも環状
部側に位置し、複数の先巻き巻回部の端末部は、複数の後巻き巻回部よりも環状部側に位
置した状態でターミナルに接続されている。従って、複数のコア部材毎に後巻き巻回部を
巻回する際に、先巻き巻回部の端末部が後巻き巻回部の巻回の邪魔になることを抑制する
ことができる。
【００１１】
　請求項２に記載の電機子は、請求項１に記載の電機子において、前記複数の先巻き巻回
部のうち同相を形成する複数の先巻き巻回部が、渡り線によって接続され、前記渡り線が
、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置された構成とされている。
【００１２】
　この電機子によれば、複数の先巻き巻回部は、複数の後巻き巻回部よりも環状部側に位
置しており、複数の先巻き巻回部を接続する渡り線は、複数の後巻き巻回部よりも環状部
側に位置されている。従って、後巻き巻回部を巻回する際に、先巻き巻回部を有する巻線
の渡り線が後巻き巻回部の巻回の邪魔になることを抑制することができる。
【００１３】
　請求項３に記載の電機子は、請求項２に記載の電機子において、前記先巻き巻回部を有
する巻線の端末部が、前記複数の後巻き巻回部よりも前記環状部側に位置された構成とさ
れている。
【００１４】
　この電機子によれば、先巻き巻回部を有する巻線の端末部も、複数の後巻き巻回部より
も環状部側に位置されている。従って、後巻き巻回部を巻回する際に、先巻き巻回部を有
する巻線の渡り線だけでなく、端末部についても後巻き巻回部の巻回の邪魔になることを
抑制することができる。
【００１５】
　請求項４に記載の電機子は、請求項２に記載の電機子において、前記複数の先巻き巻回
部のうち同相を形成する複数の先巻き巻回部を接続する前記渡り線としての先巻き渡り線
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と、前記複数の後巻き巻回部のうち同相を形成する複数の後巻き巻回部を接続する後巻き
渡り線と、を備え、前記後巻き渡り線が、前記先巻き渡り線に沿って配索された構成とさ
れている。
【００１６】
　この電機子によれば、複数の後巻き巻回部を接続する後巻き渡り線は、複数の先巻き巻
回部を接続する先巻き渡り線に沿って配索されている。従って、先巻き渡り線及び後巻き
渡り線がまとめて配置されるので、電機子の構造が複雑化することを抑制することができ
る。
【００１７】
　請求項５に記載の電機子は、請求項４に記載の電機子において、前記後巻き渡り線が、
前記仕切部を跨いで配索され、前記仕切部には、前記後巻き渡り線を保持する保持部が形
成された構成とされている。
【００１８】
　この電機子によれば、仕切部には、保持部が形成されており、仕切部を跨いで配索され
ている後巻き渡り線は、保持部に保持されている。従って、後巻き渡り線を保持部で保持
することにより、後巻き渡り線をより確実に先巻き渡り線に沿って配索させることができ
る。
【００２５】
　請求項６に記載の回転電機は、請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の電機子を備
えている。
【００２６】
　この回転電機によれば、請求項１～請求項５のいずれか一項に記載の電機子を備えてお
り、巻線の占積率が向上されるので、モータ特性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】回転電機の縦断面図である。
【図２Ａ】第一実施形態に係る電機子においてコアに１周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図２Ｂ】第一実施形態に係る電機子においてコアに２周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図３】第二実施形態に係る電機子の平面図である。
【図４Ａ】第三実施形態に係る電機子の平面図である。
【図４Ｂ】第三実施形態に係るコア部材に巻線を巻回する様子を説明する図である。
【図５Ａ】第四実施形態に係る電機子の平面図である。
【図５Ｂ】第四実施形態に係る複数のコア構成部の平面図である。
【図６Ａ】第四実施形態に係るコア構成部に１周目の巻線を巻回した状態を示す平面図で
ある。
【図６Ｂ】第四実施形態に係るコア構成部に２周目の巻線を巻回した状態を示す平面図で
ある。
【図７Ａ】第五実施形態に係る電機子においてコアに１周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図７Ｂ】第五実施形態に係る電機子においてコアに２周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図８Ａ】第六実施形態に係る電機子においてコアに１周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図８Ｂ】第六実施形態に係る電機子においてコアに２周目の巻線を巻回した状態を示す
平面図である。
【図９】第七実施形態に係る電機子の平面図である。
【図１０】第七実施形態に係るティース部の斜視図である。
【図１１】仕切部の変形例を示す図である。
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【図１２Ａ】比較例に係る電機子においてコアに１周目の巻線を巻回した状態を示す平面
図である。
【図１２Ｂ】比較例に係る電機子においてコアに２周目の巻線を巻回した状態を示す平面
図である。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　［第一実施形態］
　はじめに、本発明の第一実施形態について説明する。
　第一実施形態は、参考例である。
【００３１】
　図１に示される回転電機Ｍは、アウタロータ型のブラシレスモータであり、固定子を構
成する電機子１０と、回転子１１と、センターピース１２とを有している。回転子１１は
、有天円筒状のハウジング１３と、このハウジング１３の内周面に固着されたマグネット
１４とを有している。回転子１１の軸芯部には、ロータシャフト１５が一体回転可能に設
けられている。マグネット１４は、環状に形成された電機子１０の径方向外側に電機子１
０と対向して配置されている。
【００３２】
　センターピース１２の軸芯部には、軸部１６が形成されており、この軸部１６が電機子
１０の内側に圧入されることにより、電機子１０は、センターピース１２に支持されてい
る。また、軸部１６には、一対の軸受１７が設けられており、この一対の軸受１７には、
ロータシャフト１５が回転可能に支持されている。
【００３３】
　続いて、電機子１０について詳述する。
【００３４】
　図２Ａ，図２Ｂに示される第一実施形態に係る電機子１０は、一例として、８極１２ス
ロットのアウタロータ型ブラシレスモータ用であり、巻線２周巻きとされている。この電
機子１０は、コア２０と、Ｕ相，Ｖ相，Ｗ相を形成する複数の巻線２１Ｕ，２１Ｖ，２１
Ｗ，２２Ｕ，２２Ｖ，２２Ｗとを有している。
【００３５】
　コア２０は、コア２０の中心軸周りに環状を成す環状部２５と、放射状に形成された複
数のティース部２６とを有している。複数のティース部２６は、環状部２５の外側に形成
され、環状部２５の周方向に配列されている。各ティース部２６は、コア２０の平面視に
て概略Ｔ字状に形成されている。ティース部２６の先端側には、コア２０の周方向（接線
方向）に拡がる傘部２７が形成されており、ティース部２６の長手方向中間部（傘部２７
と環状部２５と間の部分）には、このティース部２６の長手方向周りに環状に形成された
仕切部３１が形成されている。
【００３６】
　仕切部３１は、ティース部２６の長手方向を板厚方向とする板状に形成されている。コ
ア２０は、より具体的には、強磁性体により形成されたコア本体（不図示）と、絶縁材料
により形成されてコア本体の表面に装着されたインシュレータ３４とを有しており、仕切
部３１は、インシュレータ３４に形成されている。
【００３７】
　図２Ａに示されるように、巻線２１Ｕ～２１Ｗは、１周目の巻線であり、本発明におけ
る先巻き巻回部としての複数の第一巻回部４１を有している。複数の第一巻回部４１は、
仕切部３１よりもティース部２６の基端部側（環状部２５側であってコア２０の内径側）
において複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている。理解の容易のために
、図２Ａ，図２Ｂにおいて、第一巻回部４１は、断面で示されている。各第一巻回部４１
は、ティース部２６の基端部側においては１層巻きとなっているが、仕切部３１側におい
ては２層巻きとなっている。
【００３８】
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　また、Ｕ相の巻線２１Ｕで示されるように、複数の第一巻回部４１は、本発明における
先巻き渡り線（渡り線）としての第一渡り線５１によって直列に接続されている。この第
一渡り線５１は、環状部２５に沿って配索されている。また、図示を省略しているが、Ｖ
相，Ｗ相の巻線２１Ｖ，２１Ｗにおける第一巻回部４１も第一渡り線によって直列に接続
されている。このように、複数の第一巻回部４１のうち同相を形成する複数の第一巻回部
４１は、第一渡り線によってそれぞれ直列に接続されている。
【００３９】
　また、Ｕ相の巻線２１Ｕにおける巻き始めの端末部５６は、一のティース部２６に巻回
された第一巻回部４１の１層目における最もコア２０の内径側に位置しており、Ｕ相の巻
線２１Ｕにおける巻き終わりの端末部５７は、他のティース部２６に巻回された第一巻回
部４１の２層目における最もコア２０の内径側に位置している。Ｖ相，Ｗ相の巻線２１Ｖ
，２１Ｗにおける巻き始めの端末部及び巻き終わりの端末部も同様である。各ティース部
２６において、仕切部３１よりもティース部２６の突端部側（傘部２７側）は、後述する
第二巻回部４２のためのスペースＳとして空けられている。
【００４０】
　図２Ｂに示されるように、巻線２２Ｕ～２２Ｗは、上述の１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗ
よりも後の周に巻回された２周目の巻線であり、本発明における後巻き巻回部としての複
数の第二巻回部４２を有している。複数の第二巻回部４２は、仕切部３１よりもティース
部２６の突端部側（傘部２７側であってコア２０の外径側）において複数のティース部２
６の各々に集中巻きで巻回されている。そして、この複数の第二巻回部４２は、それぞれ
ティース部２６の長手方向に第一巻回部４１と並んで配置されている。理解の容易のため
に、図２Ｂにおいて、第二巻回部４２は、上述の第一巻回部４１と同様に、断面で示され
ている。各第二巻回部４２は、仕切部３１側においては２層巻きとなっているが、ティー
ス部２６の突端部側（傘部２７側）においては３層巻きとなっている。
【００４１】
　また、Ｕ相の巻線２２Ｕで示されるように、複数の第二巻回部４２は、本発明における
後巻き渡り線としての第二渡り線５２によって直列に接続されている。図示を省略してい
るが、Ｖ相，Ｗ相の巻線２２Ｖ，２２Ｗにおける第二巻回部４２も第二渡り線によって直
列に接続されている。このように、複数の第二巻回部４２のうち同相を形成する複数の第
二巻回部４２は、第二渡り線によってそれぞれ直列に接続されている。この第二渡り線５
２は、第一渡り線５１に沿って配索されている（第一渡り線５１と共に環状部２５に沿っ
て配索されている）。
【００４２】
　また、Ｕ相の巻線２２Ｕにおける巻き始めの端末部５８は、一のティース部２６に巻回
された第二巻回部４２の１層目における最もコア２０の内径側（仕切部３１側）に位置し
ており、Ｕ相の巻線２２Ｕにおける巻き終わりの端末部５９は、他のティース部２６に巻
回された第二巻回部４２の３層目に位置している。Ｖ相，Ｗ相の巻線２２Ｖ，２２Ｗにお
ける巻き始めの端末部及び巻き終わりの端末部も同様である。また、Ｕ相において、１周
目の巻線２１Ｕと２周目の巻線２２Ｕとは、並列に接続される。同様に、Ｖ相において、
１周目の巻線２１Ｖと２周目の巻線２２Ｖとは、並列に接続され、Ｗ相において、１周目
の巻線２１Ｗと２周目の巻線２２Ｗとは、並列に接続される。
【００４３】
　そして、この電機子１０では、上述のように、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗが巻回され
た後に、２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗが巻回される。この電機子１０は、アウタロータ型
のブラシレスモータ用であり、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗにおける複数の第一巻回部４
１は、２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗにおける複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側（
コア２０の内径側）に位置しており、上述の第一渡り線５１、巻き始めの端末部５６、及
び、巻き終わりの端末部５７は、複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側に位置されて
いる。
【００４４】
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　続いて、本発明の第一実施形態の作用及び効果について説明する。
【００４５】
　先ず、本発明の第一実施形態に係る作用及び効果を明確にするために、比較例について
説明する。図１２Ａに示されるように、比較例に係る電機子１３０では、複数のティース
部２６の各々に集中巻きで１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗが巻回されて第一巻回部４１（１
層目の巻回部）がそれぞれ形成される。複数の第一巻回部４１は、ティース部２６の基端
部側から突端部側へ向けて巻回されている。
【００４６】
　その後、この電機子１３０では、電機子１３０の径方向内側よりも外側において巻線の
巻き数を増やすために、図１２Ｂに示されるように、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗの上か
ら複数のティース部２６の各々に集中巻きで２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗが巻回されて第
二巻回部４２（１層目の残りと２層目の巻回部）がそれぞれ形成される。複数の第二巻回
部４２は、ティース部２６の長手方向中間部から突端部側に亘って巻回されている。
【００４７】
　しかしながら、この巻線巻回手法では、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗの第一渡り線５１
や巻き終わりの端末部５７が２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗの巻回スペースに配置されるた
め、このことが２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗの巻回を困難にしている（２周目の巻線２２
Ｕ～２２Ｗを巻回するのは不可能である）。
【００４８】
　これに対して、図２Ａ，図２Ｂに示される本発明の第一実施形態に係る電機子１０によ
れば、複数の第一巻回部４１は、複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側（コア２０の
内径側）に位置しており、複数の第一巻回部４１を接続する第一渡り線５１及び巻き終わ
りの端末部５７は、複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側に位置されている。従って
、第二巻回部４２を巻回する際に、巻線２１Ｕ～２１Ｗの第一渡り線５１や巻き終わりの
端末部５７が第二巻回部４２の巻回の邪魔になることを抑制することができる。これによ
り、複数のティース部２６に複数周の巻線を整列巻回することができるので、巻線の占積
率を向上させることができる。
【００４９】
　また、ティース部２６には、第一巻回部４１と第二巻回部４２との間に仕切部３１が設
けられている。これにより、ティース部２６の長手方向にスペースを分割することができ
るので、第一巻回部４１と第二巻回部４２とを分けて集中巻き（整列巻き）することがで
きる。
【００５０】
　また、図２Ｂに示されるように、複数の第二巻回部４２を接続する第二渡り線５２は、
複数の第一巻回部４１を接続する第一渡り線５１に沿って配索されている。従って、第一
渡り線５１及び第二渡り線５２がまとめて配置されるので、電機子１０の構造が複雑化す
ることを抑制することができる。
【００５１】
　また、この電機子１０を備えた回転電機Ｍによれば、巻線の占積率を向上させることが
できるので、モータ特性を向上させることができる。
【００５２】
　続いて、本発明の第一実施形態の変形例について説明する。
【００５３】
　上述の第一実施形態において、電機子１０は、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の３相を形成する複数
の巻線２１Ｕ～２２Ｗを有していたが、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の３相以外の相を形成する複数
の巻線を有していても良い。
【００５４】
　また、電機子１０を有する回転電機Ｍは、一例として、８極１２スロットとされていた
が、その他の極数及びスロット数でも良い。
【００５５】
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　［第二実施形態］
　次に、本発明の第二実施形態について説明する。
　第二実施形態は、参考例である。
【００５６】
　図３に示される第二実施形態に係る電機子６０は、上述の第一実施形態に係る電機子１
０に対して、次のように構成が変更されている。
【００５７】
　すなわち、第二実施形態に係る電機子６０は、一例として、８極１２スロットのアウタ
ロータ型ブラシレスモータ用であり、巻線４周巻きとされている。ティース部２６の長手
方向中間部には、複数（３つ）の仕切部３１，３２，３３が形成されている。この複数の
仕切部３１～３３は、ティース部２６の長手方向に間隔を空けて配置されている。
【００５８】
　１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗは、複数の第一巻回部４１を有しており、この複数の第一
巻回部４１は、最もコア２０の内径側に位置する仕切部３１よりもティース部２６の基端
部側（環状部２５側）において複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている
。理解の容易のために、第一巻回部４１及び後述する第二巻回部４２、第三巻回部４３、
第四巻回部４４は、断面で示されている。
【００５９】
　Ｕ相の巻線２１Ｕで示されるように、複数の第一巻回部４１は、第一渡り線５１によっ
て直列に接続されている。この第一渡り線５１は、環状部２５に沿って配索されている。
また、図示を省略しているが、Ｖ相，Ｗ相の巻線２１Ｖ，２１Ｗにおける第一巻回部４１
も第一渡り線によって直列に接続されている。このように、複数の第一巻回部４１のうち
同相を形成する複数の第一巻回部４１は、第一渡り線によってそれぞれ直列に接続されて
いる。
【００６０】
　巻線２２Ｕ～２２Ｗは、上述の１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗよりも後の周に巻回された
２周目の巻線であり、複数の第二巻回部４２を有している。複数の第二巻回部４２は、最
もコア２０の内径側に位置する仕切部３１と真ん中の仕切部３２との間において複数のテ
ィース部２６の各々に集中巻きで巻回されている。
【００６１】
　また、Ｕ相の巻線２２Ｕで示されるように、複数の第二巻回部４２は、第二渡り線５２
によって直列に接続されている。第二渡り線５２は、第一渡り線５１に沿って配索されて
いる（第一渡り線５１と共に環状部２５に沿って配索されている）。また、図示を省略し
ているが、Ｖ相，Ｗ相の巻線２２Ｖ，２２Ｗにおける第二巻回部４２も第二渡り線によっ
て直列に接続されている。このように、複数の第二巻回部４２のうち同相を形成する複数
の第二巻回部４２は、第二渡り線によってそれぞれ直列に接続されている。
【００６２】
　巻線２３Ｕ，２３Ｖ，２３Ｗは、上述の２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗよりも後の周に巻
回された３周目の巻線であり、複数の第三巻回部４３を有している。複数の第三巻回部４
３は、真ん中の仕切部３２と最もコア２０の外径側に位置する仕切部３３との間において
複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている。
【００６３】
　また、Ｕ相の巻線２３Ｕで示されるように、複数の第三巻回部４３は、第三渡り線５３
によって直列に接続されている。第三渡り線５３は、第二渡り線５２に沿って配索されて
いる（第一渡り線５１及び第二渡り線５２と共に環状部２５に沿って配索されている）。
また、図示を省略しているが、Ｖ相，Ｗ相の巻線２３Ｖ，２３Ｗにおける第三巻回部４３
も第三渡り線によって直列に接続されている。このように、複数の第三巻回部４３のうち
同相を形成する複数の第三巻回部４３は、第三渡り線によってそれぞれ直列に接続されて
いる。
【００６４】
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　巻線２４Ｕ～２４Ｗは、上述の３周目の巻線２３Ｕ～２３Ｗよりも後の周に巻回された
４周目の巻線であり、複数の第四巻回部４４を有している。複数の第四巻回部４４は、傘
部２７と最もコア２０の外径側に位置する仕切部３３との間において複数のティース部２
６の各々に集中巻きで巻回されている。
【００６５】
　また、Ｕ相の巻線２４Ｕで示されるように、複数の第四巻回部４４は、第四渡り線５４
によって直列に接続されている。第四渡り線５４は、第三渡り線５３に沿って配索されて
いる（第一渡り線５１～第三渡り線５３と共に環状部２５に沿って配索されている）。ま
た、図示を省略しているが、Ｖ相，Ｗ相の巻線２４Ｖ，２４Ｗにおける第四巻回部４４も
第四渡り線によって直列に接続されている。このように、複数の第四巻回部４４のうち同
相を形成する複数の第四巻回部４４は、第四渡り線によってそれぞれ直列に接続されてい
る。
【００６６】
　また、Ｕ相において、１周目～４周目の巻線２１Ｕ，２２Ｕ，２３Ｕ，２４Ｕは、並列
に接続される。同様に、Ｖ相において、１周目～４周目の巻線２１Ｖ，２２Ｖ，２３Ｖ，
２４Ｖは、並列に接続され、Ｗ相において、１周目～４周目の巻線２１Ｗ，２２Ｗ，２３
Ｗ，２４Ｗは、並列に接続される。
【００６７】
　そして、この電機子６０では、上述のように、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗから４周目
の巻線２４Ｕ～２４Ｗまでが順に巻回される。この電機子６０は、アウタロータ型のブラ
シレスモータ用であり、複数の第一巻回部４１は、複数の第二巻回部４２よりもコア２０
の内径側に位置され、第一渡り線５１は、複数の第二巻回部４２よりもコア２０の内径側
に位置されている。また、複数の第二巻回部４２は、複数の第三巻回部４３よりもコア２
０の内径側に位置され、第二渡り線５２は、複数の第三巻回部４３よりもコア２０の内径
側に位置されている。さらに、複数の第三巻回部４３は、複数の第四巻回部４４よりもコ
ア２０の内径側に位置され、第三渡り線５３は、複数の第四巻回部４４よりもコア２０の
内径側に位置されている。
【００６８】
　なお、第二実施形態において、第一巻回部４１及び第二巻回部４２を、本発明における
先巻き巻回部及び後巻き巻回部と捉えることができることは勿論であるが、第二巻回部４
２及び第三巻回部４３を、本発明における先巻き巻回部及び後巻き巻回部と捉えること、
及び、第三巻回部４３及び第四巻回部４４を、本発明における先巻き巻回部及び後巻き巻
回部と捉えることも可能である。
【００６９】
　また同様に、第一渡り線５１及び第二渡り線５２を、本発明における先巻き渡り線及び
後巻き渡り線と捉えることができることは勿論であるが、第二渡り線５２及び第三渡り線
５３を、本発明における先巻き渡り線及び後巻き渡り線と捉えること、及び、第三渡り線
５３及び第四渡り線５４を、本発明における先巻き渡り線及び後巻き渡り線と捉えること
も可能である。
【００７０】
　このように、第二実施形態に係る電機子６０においても、先に巻回された巻線よりも後
の周の巻線に形成される巻回部は、先に巻回された巻線の巻回部とそれぞれティース部２
６の長手方向に並んで配置されて、複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回される
。従って、先に巻回された巻線の巻回部と後に巻回された巻回部とがティース部２６の長
手方向にずれて配置されているので、先に巻回された巻線の渡り線や端末部が後に巻回さ
れる巻回部の巻回の邪魔になることを抑制することができる。これにより、複数のティー
ス部２６に複数周の巻線を整列巻回することができるので、巻線の占積率を向上させるこ
とができる。
【００７１】
　また、この電機子６０を備えた回転電機によれば、巻線の占積率を向上させることがで
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きるので、モータ特性を向上させることができる。
【００７２】
　なお、第二実施形態において、電機子６０は、巻線４周巻きとされることで、１周目か
ら４周目までの巻線を有していたが、巻線５周巻き以上とされていても良い。
【００７３】
　また、第二実施形態においても、第一実施形態の変形例と同様の変形例が適用されても
良い。
【００７４】
　［第三実施形態］
　次に、本発明の第三実施形態について説明する。
【００７５】
　図４Ａに示される第三実施形態に係る電機子７０は、上述の第一実施形態に係る電機子
１０に対して、次のように構成が変更されている。
【００７６】
　すなわち、この電機子７０は、インナロータ型のブラシレスモータ用であり、巻線２周
巻きとされている。コア２０に形成された環状部２５は、周方向に分割された複数の環状
構成部７８によって構成されており、複数のティース部２６は、環状構成部７８から環状
部２５の径方向に沿って内側に延びている。このコア２０は、周方向に分割された複数の
コア部材７９によって構成されており、各コア部材７９は、環状構成部７８及びティース
部２６を有して構成されている。
【００７７】
　１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗは、複数の第一巻回部４１を有しており、この複数の第一
巻回部４１は、仕切部３１よりもティース部２６の基端部側（環状部２５側であってコア
２０の外径側）において複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている（図４
Ｂも参照）。理解の容易のために、図４Ａ，図４Ｂにおいて、第一巻回部４１は、断面で
示されている。
【００７８】
　図４ＢのＵ相の巻線２１Ｕで示されるように、第一巻回部４１の巻き始めの端末部８１
及び巻き終わりの端末部８２は、各環状構成部７８に設けられたターミナル８８，８９に
接続されている。Ｖ相，Ｗ相の巻線２１Ｖ，２１Ｗにおける第一巻回部４１の巻き始めの
端末部及び巻き終わりの端末部も同様である。各ティース部２６において、仕切部３１よ
りもティース部２６の突端部側（コア２０の内径側）は、後述する第二巻回部４２のため
のスペースとして空けられている。
【００７９】
　巻線２２Ｕ～２２Ｗは、上述の１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗよりも後の周に巻回された
２周目の巻線であり、複数の第二巻回部４２を有している。複数の第二巻回部４２は、仕
切部３１よりもティース部２６の突端部側（コア２０の内径側）において複数のティース
部２６の各々に集中巻きで巻回されている（図４Ｂも参照）。理解の容易のために、図４
Ａ，図４Ｂにおいて、第二巻回部４２は、断面で示されている。
【００８０】
　また、図４ＢのＵ相の巻線２２Ｕで示されるように、第二巻回部４２の巻き始めの端末
部８３及び巻き終わりの端末部８４は、ターミナル８８，８９に接続されている。Ｖ相，
Ｗ相の巻線２２Ｖ，２２Ｗにおける第二巻回部４２の巻き始めの端末部及び巻き終わりの
端末部も同様である。
【００８１】
　そして、この電機子７０では、上述のように、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗが巻回され
た後に、２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗが巻回される。この電機子７０は、インナロータ型
のブラシレスモータ用であり、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗにおける複数の第一巻回部４
１は、２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗにおける複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側（
コア２０の外径側）に位置し、複数の第一巻回部４１の端末部８１，８２は、複数の第二
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巻回部４２よりも環状部２５側に位置した状態でターミナル８８，８９に接続されている
。
【００８２】
　このように、第三実施形態に電機子７０によれば、複数の第一巻回部４１は、複数の第
二巻回部４２よりも環状部２５側（コア２０の外径側）に位置し、複数の第一巻回部４１
の端末部８１，８２は、複数の第二巻回部４２よりも環状部２５側に位置した状態でター
ミナル８８，８９に接続されている。従って、複数のコア部材７９毎にティース部２６の
突端部側から第二巻回部４２を巻回する際に、第一巻回部４１の端末部８１，８２が第二
巻回部４２の巻回の邪魔になることを抑制することができる。これにより、複数のティー
ス部２６に複数周の巻線を整列巻回することができるので、巻線の占積率を向上させるこ
とができる。
【００８３】
　また、この電機子７０を備えた回転電機によれば、巻線の占積率を向上させることがで
きるので、モータ特性を向上させることができる。
【００８４】
　なお、第三実施形態において、電機子７０は、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の３相を形成する複数
の巻線２１Ｕ～２２Ｗを有していたが、Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相の３相以外の相を形成する複数
の巻線を有していても良い。
【００８５】
　また、電機子７０は、一例として、スロット数が１２とされていたが、その他の数でも
良い。
【００８６】
　また、電機子７０は、巻線２周巻きとされていたが、巻線３周巻き以上とされていても
良い。
【００８７】
　また、電機子７０は、インナロータ型の回転電機に適用されるものとされていたが、ア
ウタロータ型の回転電機に用いられる電機子に適宜変更されて適用されても良い。
【００８８】
　［第四実施形態］
　次に、本発明の第四実施形態について説明する。
　第四実施形態は、参考例である。
【００８９】
　図５Ａに示される第四実施形態に係る電機子９０は、上述の第三実施形態に係る電機子
７０と同様に、インナロータ型のブラシレスモータ用であり、巻線２周巻きとされている
。この電機子９０は、上述の第三実施形態に係る電機子７０に対して、次のように構成が
変更されている。
【００９０】
　すなわち、図５Ｂに示されるように、複数のコア部材７９は、ティース部２６に対する
環状構成部７８と反対側に設けられた連結部９２によって複数個ずつ（一例として４個ず
つ）連結されることにより、複数のコア構成部９４Ｕ，９４Ｖ，９４Ｗを形成している。
連結部９２は、より具体的には、円環状に形成されており、環状構成部７８と反対側にお
いて複数のティース部２６を連結している。
【００９１】
　１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗは、複数の第一巻回部４１を有しており、この複数の第一
巻回部４１は、仕切部３１よりもティース部２６の基端部側（連結部９２側であってコア
２０の内径側）において複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている（図６
Ａも参照）。理解の容易のために、図５Ａ～図６Ｂにおいて、第一巻回部４１は、断面で
示されている。
【００９２】
　また、図６ＡのＵ相の巻線２１Ｕで示されるように、複数の第一巻回部４１は、第一渡
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り線５１によって直列に接続されている。第一渡り線５１は、連結部９２に沿って配索さ
れている。また、Ｖ相，Ｗ相の巻線２１Ｖ，２１Ｗにおける第一巻回部４１も第一渡り線
５１によって直列に接続されている（図５Ｂ参照）。このように、複数の第一巻回部４１
のうち同相を形成する複数の第一巻回部４１は、第一渡り線５１によってそれぞれ直列に
接続されている。
【００９３】
　また、Ｕ相の巻線２１Ｕにおける巻き始めの端末部５６及び巻き終わりの端末部５７は
、連結部９２に設けられたターミナル９８，９９にそれぞれ接続されている。Ｖ相，Ｗ相
の巻線２１Ｖ，２１Ｗにおける巻き始めの端末部及び巻き終わりの端末部も同様である。
各ティース部２６において、仕切部３１よりもティース部２６の基端部側（環状部２５側
）は、後述する第二巻回部４２のためのスペースとして空けられている。
【００９４】
　巻線２２Ｕ～２２Ｗは、上述の１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗよりも後の周に巻回された
２周目の巻線であり、複数の第二巻回部４２を有している。複数の第二巻回部４２は、仕
切部３１よりもティース部２６の基端部側（コア２０の外径側）において複数のティース
部２６の各々に集中巻きで巻回されている（図６Ｂも参照）。理解の容易のために、図５
Ａ～図６Ｂにおいて、第二巻回部４２は、断面で示されている。
【００９５】
　また、図６ＢのＵ相の巻線２２Ｕで示されるように、複数の第二巻回部４２は、第二渡
り線５２によって直列に接続されている。また、Ｖ相，Ｗ相の巻線２２Ｖ，２２Ｗにおけ
る第二巻回部４２も第二渡り線５２によって直列に接続されている（図５Ｂ参照）。この
ように、複数の第二巻回部４２のうち同相を形成する複数の第二巻回部４２は、第二渡り
線５２によってそれぞれ直列に接続されている。この第二渡り線５２は、第一渡り線５１
に沿って配索されている（第一渡り線５１と共に環状部２５に沿って配索されている）。
【００９６】
　また、Ｕ相の巻線２２Ｕにおける巻き始めの端末部５８及び巻き終わりの端末部５９は
、連結部９２に設けられたターミナル９８，９９にそれぞれ接続されている。Ｖ相，Ｗ相
の巻線２２Ｖ，２２Ｗにおける巻き始めの端末部及び巻き終わりの端末部も同様である。
【００９７】
　そして、この電機子９０では、図５Ｂに示されるように、複数のコア構成部９４Ｕ，９
４Ｖ，９４Ｗ毎に１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗが巻回された後に、２周目の巻線２２Ｕ～
２２Ｗが巻回されて複数の電機子構成部９６Ｕ，９６Ｖ，９６Ｗが構成される。また、複
数の電機子構成部９６Ｕ，９６Ｖ，９６Ｗが互いに組み付けられて電機子９０（図５Ａ参
照）が構成される。
【００９８】
　この電機子９０は、インナロータ型のブラシレスモータ用であり、１周目の巻線２１Ｕ
～２１Ｗにおける複数の第一巻回部４１は、２周目の巻線２２Ｕ～２２Ｗにおける複数の
第二巻回部４２よりも連結部９２側（コア２０の内径側）に位置される。同様に、図６Ｂ
に示されるように、第一渡り線５１は、複数の第二巻回部４２よりも連結部９２側に位置
される。さらに、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗの巻き始めの端末部５６及び巻き終わりの
端末部５７（図６Ａ参照）は、複数の第二巻回部４２よりも連結部９２側に位置した状態
で、連結部９２に設けられたターミナル９８，９９に接続されている。
【００９９】
　このように、第四実施形態に係る電機子９０においても、複数の第一巻回部４１を接続
する第一渡り線５１や巻線２１Ｕ～２１Ｗの端末部５６，５７は、複数の第二巻回部４２
よりも連結部９２側（コア２０の内径側）に位置されている。従って、複数のコア部材７
９毎にコア２０の外径側から第二巻回部４２を巻回する際に、１周目の巻線２１Ｕ～２１
Ｗの第一渡り線５１や端末部５６，５７が第二巻回部４２の巻回の邪魔になることを抑制
することができる。これにより、複数のティース部２６に複数周の巻線を整列巻回するこ
とができるので、巻線の占積率を向上させることができる。
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【０１００】
　また、この電機子９０を備えた回転電機によれば、巻線の占積率を向上させることがで
きるので、モータ特性を向上させることができる。
【０１０１】
　なお、第四実施形態においても、第三実施形態の変形例と同様の変形例が適用されても
良い。
【０１０２】
　［第五実施形態］
　次に、本発明の第五実施形態について説明する。
　第五実施形態は、参考例である。
【０１０３】
　図７Ａ，図７Ｂに示される第五実施形態に係る電機子１００は、上述の第一実施形態に
係る電機子１０に対して、次のように構成が変更されている。
【０１０４】
　すなわち、この電機子１００は、ブラシ付き直流モータ用であり、巻線２周巻きとされ
ている。コア２０に形成された環状部２５の内側には、モータシャフト１０５が圧入され
ている。このモータシャフト１０５には、コア２０と同軸上に整流子１０６が設けられて
いる。
【０１０５】
　１周目の巻線２１は、複数の第一巻回部４１を有しており、この複数の第一巻回部４１
は、仕切部３１よりもティース部２６の基端部側（環状部２５側であってコア２０の内径
側）において複数のティース部２６の各々に集中巻きで巻回されている。理解の容易のた
めに、図７Ａ，図７Ｂにおいて、第一巻回部４１は、断面で示されている。
【０１０６】
　複数の第一巻回部４１の巻き始めの端末部及び巻き終わりの端末部は、本発明における
接続線としての第一接続線１０１によってそれぞれ整流子１０６に接続されている。各テ
ィース部２６において、仕切部３１よりもティース部２６の突端部側（コア２０の外径側
）は、後述する第二巻回部４２のためのスペースとして空けられている。
【０１０７】
　巻線２２は、上述の１周目の巻線２１よりも後の周に巻回された２周目の巻線であり、
複数の第二巻回部４２を有している。複数の第二巻回部４２は、仕切部３１よりもティー
ス部２６の突端部側（コア２０の外径側）において複数のティース部２６の各々に集中巻
きで巻回されている。理解の容易のために、図７Ａ，図７Ｂにおいて、第二巻回部４２は
、断面で示されている。
【０１０８】
　また、複数の第一巻回部４１と同様に、複数の第二巻回部４２の巻き始めの端末部及び
巻き終わりの端末部は、それぞれ第二接続線１０２によって整流子１０６に接続されてい
る。
【０１０９】
　そして、この電機子１００では、上述のように、１周目の巻線２１が巻回された後に、
２周目の巻線２２が巻回される。複数の第一巻回部４１は、複数の第二巻回部４２よりも
コア２０の内径側に位置し、第一接続線１０１は、複数の第二巻回部４２よりもコア２０
の内径側に位置されている。
【０１１０】
　このように、第五実施形態に電機子１００によれば、複数の第一巻回部４１は、複数の
第二巻回部４２よりもコア２０の内径側に位置しており、複数の第一巻回部４１を整流子
１０６に接続する第一接続線１０１は、複数の第二巻回部４２よりもコア２０の内径側に
位置されている。従って、第二巻回部４２を巻回する際に、複数の第一巻回部４１を整流
子１０６に接続する第一接続線１０１が第二巻回部４２の巻回の邪魔になることを抑制す
ることができる。これにより、複数のティース部２６に複数周の巻線を整列巻回すること
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ができるので、巻線の占積率を向上させることができる。
【０１１１】
　また、この電機子１００を備えた回転電機によれば、巻線の占積率を向上させることが
できるので、モータ特性を向上させることができる。
【０１１２】
　なお、第五実施形態において、電機子１００は、一例として、スロット数が１２とされ
ていたが、その他の数でも良い。
【０１１３】
　また、電機子１００は、巻線２周巻きとされていたが、巻線３周巻き以上とされていて
も良い。
【０１１４】
　［第六実施形態］
　次に、本発明の第六実施形態について説明する。
　第六実施形態は、参考例である。
【０１１５】
　図８Ａ，図８Ｂに示される第六実施形態に係る電機子１１０は、上述の第一実施形態に
係る電機子１０に対して、ティース部２６から仕切部３１が省かれた構成とされている。
そして、この電機子１１０は、次の要領で製造される。
【０１１６】
　すなわち、先ず、コア２０に形成され放射状に形成された複数のティース部２６におけ
る長手方向の一部分２６Ａ（傘部２７側部分）にスペーサ１１２が配置される。そして、
この状態で、各ティース部２６における長手方向の他の部分２６Ｂ（基端部側部分）に集
中巻きで第一巻回部４１が巻回される（先巻き工程）。
【０１１７】
　次いで、各ティース部２６からスペーサ１１２が取り除かれる。そして、この状態で、
図８Ｂに示されるように、各ティース部２６における一部分２６Ａに第一巻回部４１と並
んで第二巻回部４２が巻回される（後巻き工程）。以上の要領で、電機子１１０は、製造
される。
【０１１８】
　この製造方法によれば、第二巻回部４２を巻回する際に、１周目の巻線２１Ｕ～２１Ｗ
の第一渡り線５１や巻き終わりの端末部５７が第二巻回部４２の巻回の邪魔になることを
抑制することができる。これにより、複数のティース部２６に複数周の巻線を整列巻回す
ることができるので、巻線の占積率を向上させることができる。
【０１１９】
　また、この電機子１１０を備えた回転電機によれば、巻線の占積率を向上させることが
できるので、モータ特性を向上させることができる。
【０１２０】
　なお、上述の第二～第五実施形態においても、各ティース部２６から仕切部３１が省か
れると共に、上述のスペーサ１１２を用いた製造方法が適用されても良い。
【０１２１】
　［第七実施形態］
　次に、本発明の第七実施形態について説明する。
【０１２２】
　図９に示される第七実施形態に係る電機子１２０は、上述の第一実施形態に係る電機子
１０に対して、次のように構成が変更されている。
【０１２３】
　すなわち、仕切部３１には、凹状の保持部１２２が形成されている（図１０も参照）。
そして、仕切部３１を跨いで配索された第二渡り線５２は、保持部１２２に挿入されるこ
とにより、この保持部１２２に保持されている。
【０１２４】
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　このように構成されていると、第二渡り線５２を保持部１２２で保持することにより、
第二渡り線５２をより確実に第一渡り線５１に沿って配索させることができる。
【０１２５】
　なお、保持部１２２は、上述の第二～第六実施形態におけるティース部２６に適用され
ても良い。
【０１２６】
　また、上記各実施形態において、仕切部３１は、ティース部２６の長手方向周りに環状
に形成されていたが、図１１に示されるように、断面四角形状に形成されたティース部２
６の四隅にのみ形成されていても良い。
【０１２７】
　以上、本発明の一実施形態について説明したが、本発明は、上記に限定されるものでな
く、上記以外にも、その主旨を逸脱しない範囲内において種々変形して実施可能であるこ
とは勿論である。
【符号の説明】
【０１２８】
１０，６０，７０，９０，１００，１１０，１２０…電機子、１１…回転子、１２…セン
ターピース、１３…ハウジング、１４…マグネット、１５…ロータシャフト、１６…軸部
、１７…軸受、２０…コア、２１Ｕ，２１Ｖ，２１Ｗ…１周目の巻線、２２Ｕ，２２Ｖ，
２２Ｗ…２周目の巻線、２３Ｕ，２３Ｖ，２３Ｗ…３周目の巻線、２４Ｕ，２４Ｖ，２４
Ｗ…４周目の巻線、２５…環状部、２６…ティース部、２６Ａ…ティース部における長手
方向の一部分、２６Ｂ…ティース部における長手方向の他の部分、２７…傘部、３１，３
２，３３…仕切部、３４…インシュレータ、４１…第一巻回部、４２…第二巻回部、４３
…第三巻回部、４４…第四巻回部、５１…第一渡り線、５２…第二渡り線、５３…第三渡
り線、５４…第四渡り線、５６，５８，８１，８３…巻き始めの端末部、５７，５９，８
２，８４…巻き終わりの端末部、７８…環状構成部、７９…コア部材、８８，８９，９８
，９９…ターミナル、９２…連結部、９４Ｕ，９４Ｖ，９４Ｗ…コア構成部、９６Ｕ，９
６Ｖ，９６Ｗ…電機子構成部、１０１…第一接続線、１０２…第二接続線、１０５…モー
タシャフト、１０６…整流子、１１２…スペーサ、１２２…保持部、Ｍ…回転電機
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【図１２Ａ】 【図１２Ｂ】
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